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｢あるる｣3周年記念ｵｰﾌﾟﾝｾｰﾙは長蛇の列ができるほどの盛況でした。
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いい街．いい人。いい暮らし

ありがとうござい圭筑

｢あるる』B周年記念ｵｰﾌﾞﾝセールノ

IlillllljiilIililllillilIllIJDiii 
’一

額、■
1０＝「

蕊
．戸

。（へ＆》凹凹ⅧＵ‐‐‐‐］‐‐列→‐－

－
ノ
》
⑨
《

丁淀ｈ

餌

､ｕ 

Ｎ 

－－ｊ１１－ シ》《

開
店
三
周
年
を
迎
え
た
Ａ
コ
ー
プ
中
標

津
店
「
あ
る
る
』
の
オ
ー
プ
ン
セ
ー
ル
が
、

十
月
六
日
か
ら
八
日
ま
で
の
三
日
間
（
第

一
弾
）
開
催
さ
れ
、
午
前
十
時
の
開
店
前

か
ら
長
蛇
の
列
が
で
き
、
期
間
中
約
一
万

二
千
人
の
お
客
様
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

恒
例
の
第
一
弾
、
特
別
企
画
と
し
て
期

間
中
、
先
着
三
百
人
に
ビ
ッ
ク
プ
レ
ゼ
ン

ト
と
し
て
「
お
楽
し
み
抽
選
会
」
が
行
な

わ
れ
、
初
日
は
、
米
（
ほ
し
の
ゆ
め
）
五

蛇
が
五
十
人
、
ト
マ
ト
ジ
ュ
ー
ス
一
箱
が

五
十
人
、
牛
乳
と
玉
子
が
セ
ッ
ト
で
二
百

人
。
一
一
日
目
は
、
米
、
伯
爵
い
も
．
生
鮮

食
料
品
・
日
用
雑
貨
．
合
わ
せ
て
三
百
人
。

三
日
目
に
は
、
新
巻
鮭
が
百
人
、
農
協
乳

製
品
エ
場
の
コ
ー
ヒ
ー
牛
乳
と
本
食
が
セ

ッ
ト
で
一
一
百
人
に
、
早
朝
か
ら
並
ん
で
い

た
だ
い
た
お
客
様
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
ま

し
た
。

店
内
・
店
頭
や
テ
ナ
ン
ト
各
店
と
も
超

特
価
の
商
品
が
並
び
、
お
客
様
の
買
い
物

篭
に
は
沢
山
の
品
を
レ
ジ
ま
で
運
ぶ
光
景

が
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

今
後
も
、
新
鮮
で
豊
富
な
品
揃
え
と
よ

り
良
い
品
を
よ
り
安
く
、
健
康
と
安
全
性

を
考
え
た
商
品
の
提
供
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
の
で
、
よ
り
一
層
の
ご
愛
顧
を
賜
り

ま
る
よ
う
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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創
立
卯
周
年
と
新
校
舎
落
成
を
祝
い
ま
し
た
。

一

Ｔ 

１
－
６
十
月
二
十
一
日
、
中
標
津
農
業
高
校
の
創
立
五
十
周
年
と
新
校
舎
落
成
を
祝
う
記
念
式
典
が
、

同
校
体
育
館
で
教
職
員
や
在
校
生
、
関
係
者
ら
約
五
百
人
が
出
席
し
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
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一

一
一

同
校
は
昭
和
二
十
五
年
、
北
海
道
中

標
津
高
等
学
校
計
根
別
分
校
と
し
て
開

校
し
、
｜
｜
年
後
の
昭
和
一
一
十
七
年
に
北

海
道
中
標
津
計
根
別
高
等
学
校
と
し
て

独
立
、
昭
和
四
十
一
一
年
に
現
校
名
に
改

称
し
ま
し
た
。

開
校
半
世
紀
の
節
目
を
祝
う
式
典
で

は
農
高
太
鼓
の
記
念
演
奏
、
宮
崎
校
長

の
式
辞
に
続
き
、
高
橋
組
合
長
が
創
立

五
十
周
年
・
校
舎
落
成
記
念
協
賛
会
会

長
と
し
て
挨
拶
に
立
ち
ま
し
た
。
ま
た
、

歴
代
校
長
な
ど
三
十
一
一
人
と
五
団
体
に

感
謝
状
が
贈
ら
れ
、
新
出
町
長
ら
の
祝

辞
に
続
き
、
生
徒
を
代
表
し
て
下
川
原

美
希
さ
ん
が
挨
拶
し
ま
し
た
。

記
念
式
典
後
、
レ
リ
ー
フ
の
披
一
露
式

が
同
校
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ホ
ー
ル
で
、

同
校
Ｏ
Ｂ
な
ど
約
二
百
人
が
出
席
し
た

祝
賀
会
が
町
交
流
セ
ン
タ
ー
で
、
そ
れ

ぞ
れ
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
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戯錨

Ｉ 

上 良
質
の
乳
・
肉
を
消
費
者
に

提
供
す
る
こ
と
が
使
命
。

蝋』
Ｉ 

Ｉ 

短
く
寒
い
夏
も
終
り
、
今
年
最
高
の
天
気
で
慌
た
だ
し
く
二
番
草
収
穫
を
終
え
、

組
合
長
、
生
産
部
長
を
先
頭
に
八
人
で
の
旅
立
ち
で
し
た
。

研
修
テ
ー
マ
と
し
て
中
標
津
産
馬
鈴
し
ょ
で
ん
粉
の
消
流
、
農
協
合
併
の
実
態
、

道
産
素
牛
の
肥
育
状
況
、
大
規
模
酪
農
の
飼
料
確
保
、
糞
尿
処
理
な
ど
を
主
に
一
一
一
泊

四
日
全
員
精
力
的
に
行
動
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
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#Ⅱ迷業でめ雑で隣Ｉｌｉをせて標｜リリズくたりの
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地蒜Ａ谷［Ｆ１念ＩＩＪ「Ｉまた、で’'１え造のｆ；た
|Ⅲ産を｜ルでと’'1Ｊ六しだ今ん′１，ら、会Ｔｌｒで
航物取のもし村方たけ後粉企江川社膿あ
やのｌ）理イ「、を人｡る共の業る途は￣ｌ）
な輪ま’１１数岐播一ＩＦ、ＩＩｎで様別段社ま
ど人<との県｜ﾉﾘにを求愛はにＩＩｋ１ｌノエをす

_＝肉

人
変
人
き
な
変
軟
の
な
か
に
あ
り
、
二
１

．
肚
紀
災
な
る
発
腱
の
選
択
で
あ
り
ま
し

た
と
の
説
明
を
常
務
理
卿
さ
ん
よ
り
受
け
、

ｒ
定
時
間
を
超
え
て
の
画
疑
応
答
懇
談
で

し
た
。
そ
の
後
、
タ
カ
の
忙
し
い
時
間
で
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Mi鵬'14Ｗタｉｉｉ糾雛ギｆ１ｉＭＭｌ金

蝿芸鱗
一’'１はほ゜
Ｔ、、ぽ貸
二畜乳ｌｎ１１越
百｣潅代じ残

〃物へと商ｌｌｉ、形「ｺﾞ１７くｉｉ１ｉ薇で
|'］へ術なにと総貸方〃箙ノノ千一は
、家給つつな額付|'］トリ｣(１１１１１〃ハ、
艇蒜企ていつで金、が登、'リエ,iii

鰄戦iii
業共含おて
椛済むＩ）は
収金一、、
人合し収前

農協の
ド
平成13年度ｇ月末における、財務の

状況についてお知らせいたします。

ご勢し！U]た一千Ｔ購と同ノノ下総販八ノノ貯千貯の力１１ＴｌＩｌＬ飼材いは’'’’'１’'’二
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`蜑雰鐘痙菫菖

乳成分から解る繁殖状況

北根室地区農業改良普及センター

は柵おすすま「１へ｜‐ボあるまを飼Ｉ１ｔｌな乳しリながnllな
、いお゜乳‘（・し率ＯＩＩ＝し表つとる１１１料泌をと乳要疾成や蕊まつ特必而発迦
泌てよギＬＩｌｔにいはで以雌ま－たい泌’)の乳供蛋蛋１川病介す航すてに婆か１１『期
乳判そjItと原のり諸ｌｌｌｌｚ以しにのう乳に擁初給{'１画は以がい器゜も栄でら砿に
初Ｗｒのの｜ルｌｋＩで１１ドんの上た乳で乳''１<食191す硬率乳外１１飼の愛護す｝認受
ｊＵ１Ｌ泌Ｉｌｉ』せをす平だ篭の。険す’'二ｊ（１）い１１ｔはるをを蚤で安獲ＭＩｆｌ状・分を脇
のま乳低るぢが均部rllJLlの゜は以時が乳ニパ商１，１紫とゲザ後し態な行さ
り:しし１１１１はとえ、で分訂Ｉ.険、降期低ｌｌｔとうめ率航なｎＭをなが栄なせ
}'上よ線、分ま」し三一をノＬ正泌仁でいががンるのljlitI）を促い懇鍵うる
がうを頭かすに.こ」Ｌ［Ｉ成乳よすた,蒟必スに低'ヅデまけしとい状こた

徽。鍵激'肝，M9H課鷲Ｍ報い聰＃は繩湾ﾂﾞｾﾞﾘﾐ謄潔ば炎一の易，－－１＿
い‐の分〈つ以j91エ、のに〈食パです、エす′１２た|iｉｉ場授あ、は

戴騨蔀＆i緋煎辮ｊｒ“熨鱒筥魁１１
へのよｎＪな
１１例うかり

|・でにらま一理染゜パ．をがす,閉ス、なギｉ：、胎あｉｊと騨確

￣ 

Ⅱ
以
化
の
部
分
で
ピ
ー
ク
が
川
て
い
な
い
）

な
の
で
低
い
と
判
断
で
き
ま
す
。

初
罐
十
も
同
じ
よ
う
に
判
断
し
ま
し
上

、
７
．①
乳
砒
が
什
汕
い
場
へ
、

飼
料
叩
の
蛋
ｎ
は
１
分
で
す
が
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
（
特
に
で
ん
ふ
ん
な
ど
の
Ｎ
Ｆ
Ｃ
）

が
不
足
し
て
い
ま
す
。
牛
も
思
巡
に
痩
せ

ま
す
。

②
乳
比
が
低
い
場
合

①
が
原
川
の
場
合
，
ご
あ
り
ま
す
が
、
そ

の
他
に
縦
々
な
術
が
ぢ
え
ら
れ
ま
す
の
で

表１乳検検定成績の検定日乳量階屈表

検定Ｅ

乳量
|晴届

岸

底
日
｛「 「

上

日
｝

以
一
旧
一
雨

Ｉ 

頭数 ４９巳 501己 １００'二 ２００１囹 ３００Ｅ 491旨 ５０Ｅ ｌＯＯｌ召 ２００１目 ３００Ｅ 

以上

賑毒 以下 以上へ－ －－ 

郡

鋤ｋ１ 

５０以上

貝 回Ｅ
坐２ 同 甑 皿旧 ； 

『可

/-７ 
４ＩＤ ’ 

、：３５ ４ 

/|( ３［ 1１ 

／￣ ､､, 
、;１

２５ １２ 堵

へ／ 
２０ 川 ６ 

－１ ～1 １０ ８ Ｉ , $ 

9.9以下

平均乳量２４５２２２２６．７１８８１６２３３２３４．５２８.３２３４２１６

乳脂％３．００３．４４３２８４１５４」６－ａ詩－３胃9ｑ３６５３７０３．８１

蛋白叱3,003.113.023203.21（２７７２７８）３０２３２１３．４Ｇ
無脂胎８５０８８６８４５８７５８．７４､513＝、ブ８．５７８６８８７Ｅ
体細胞数(万）９４４５５４３３８１， ら’14注

・・紅水将・・・・汗● 

ＪＬＬｈ 

低上給換ま的仁ｉ''１道ｉｌｌｌｉｉ１１か
,'ｉＩＵＩのノノ気すな孫ら伝脂)i::ト必
[rlMIlllii、ｏＩ１Ｉｌ食かｉI<」の’１１典
１１［)辺１１Ｆ’卜趣ＩＩｔのな過ので
ti1ilや床での原も刺必す
ＩiIl・折,｝、す不［ｘｌの弧・
をきAil.足にア
絶ＺｉｗＷド次はよﾐ
ﾉﾉ．せのの、るノ
しな１１１１）)i〔ガiil採駿
てど趣｜kl養食の
いのが符｛１ｔ不

断ＦＩＩイ<
－GＪP吋0Ｆ

｡‘11. 足
JIKえの〉'1

リニアスコア3１１５１１－３１１－５１１－４１1５１１３１１８１２６１３

ｽｺｱ5以上笛現率兜１１０１

鰹飼畳’８０１１１０１１１．０’７．０５．０’１００１１３０１１０１８０１７.［

必のまるのがのをかも－１１こえ孔な乳・
蛭’１[`『す場孔な１ｆまはらｌ１ｉｌ\しがま１，ｔ〈’卜繁飲
が*11の合′卜<均たか、趣ＩＵＩ低すに、の航′1く
あもでもにて価、り’11.がのい゜も」と聡率｜,ｔ
りlMi：、夢ＩＩｌｌ６に孔ま」９１あ′|：場上彫１０１殖のの
ま認ｌｌｌｉｌえ趣、は蹟しにる瀧合｜禅(|<］だ低イく
ずす伸らが特ＩＨＩ「}よｊＷ二性にクをなけ｢〉L
・る別ノＬあだ題率う決とにはギいｊ産では

ロ

７ 

検定日

乳量
l浩届

頭数

１席

４９日

以下

５０日 １００日 ２００日 300日

以上

２底

４９日

以下

５０日

以上

100日 200日 300日

以上

ｋ上

下以０５０５００以９ 

０ 

５４３３２２１９ 野１４１３４９ ノ

ロン 斑

／￣ 

野

､へ３
へ

２ ～I 

Bｊ 

/'１ 

2１ 

／~へ

回Ｋ
抄ﾖｰ

、：

HP 

、：

HP 

~-1 

平均 軍Ｌ 24-5 222 ２６．７ 1８．８ 1６２ ３３ 3４ ２８ 2３－４ ２１－６ 

乳ｌゼ ％ ３．００ 3.44 ３２８ ４．１５ 416 －３行９ 一ａ３ ３.〔 3．７０ ３．８１ 

蛋亡 ％ 3.00 3」Ｉ ３０２ 3２０ 3.21（ ２７ 2-7 １３.［ 3２１ ３．４８ 

無脂％ 8５０１８８６ ８．４５ 8．７５ 8.74 、〒↑ －８弓0 ８`Ｅ ８－６８ ８－７８ 

体細胞数(万） 9１４ ５ ８１２ 

リニアスコア 3１１．５ 1-3 1-5 1-4 ２６ 

スコア雛IF凶璽率発 1０ 

濃飼量 8０１１１．０ 1１．０ ７．０ ５．０ 1０ １３ 11 ８，０ 7.0 
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Ｐ
凸

まら忠なる片てりⅡ}遊の今おも際遊．」‐
せしう「#み付あつぶｊｍｌＦｌｎｌｌリ写まん数糊・今
なくぼ雄たけげてこつ段のざ兵でで力菜催''１１
のミビをいをた米とての散んを切い）１ち橘の
よ誠、党・しりたがい;iMT」ル゜塀つるＩiiiや地人
Ｌにノこえ家をとら染る菜とそすてうにん区氣
と以人ての<お幼し幼ちなれ状しち収で.ｆ↑
、た顔き’'１ち利稚みＷｔや’）だi)ｉＬまに付す冊は
おの、たでや１１トＭで｜剛んまけでつｒｌを。'11t〉、
['｝かけのもとさグ、にはし仁はた分お｜『了久
さ’１の！？、Ⅲんツお行、たｉｌｌｉならで願隙し
ん達高とどが。ズリ,Ｌつお・ちいしＩｉｉｉいさぶ
の脅災家こ職いをちてし,Ｌ仁の<残しん’）
権なを族でいつ片や一ちｉｆよ＝ｉをた壱の
「？陳ｉｌ１そでも．付ん縦やつとと′l；ら」２次
きおうがんいおけが（こんたとてえ、次の

葦
（

Ｉ
 

２
 

ロ

ク■
 

、》
ノ
チ

言

ご弓干、

Ⅲ 

●
⑤
 

(二がをつ家分にすとんはししつつもん
な漢もネｉｉてルミでさ子、ポｉｉだいだれてて好そか
つ心つ栞・’'１解せにた菜つつすなしみ，I｝ん話
てすとち頓の決るなくちてでかいまた心なし
ねるもやも縦す。Ｉ）まや・もわれつがⅢヨネｉｉて
・よつんしもる腋ぞしんハか。たるNil菜い
jUIうと／いが７．にういのラらｉｎ[のらでちま
稀なｉｌｌＩあれ心に、'１だし将ハなをもし、やし
し力ばな･配なたか、米うい，オそく１１１［んた
て，yしたしI）つら「１に！かいの､んは｡
↓１．てのてそてや分つドらだ・髪で、
ろイ、いいうもりのいキ、すつを６匹
よイ災いをだきた感てドおかなｌｌＩｌＬ１に
／１？にといかつい芯弾キ}Ｉ、の分介と
次家こんらとよをね！さ１１１１かででつ
性ルミろだ、［'１うｊ、ろなんを：】切やて

納
入

８ 
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シリーズ(その⑯）

北根室地区農業改良普及センター

Ｌ 

侭司ｂ

⑥⑤｜【④みさ③②①作上塩コノ'二フパじぺ材▼Ｉ１ｉｆろ１１入〈’'１▼１１リニニー▼腹
''二じれべをらじＪミベリザ・ン\しラタや｜料簡所で）上れる常醗遮保、、、、対流
乳やぎ｜つさやね１方川こソｉンｌがコー単で保がるん１１Ｍは切存緑え芽）上な
・がを。けながぎ．千し〆３スョいン_料あ存、'１なでで苑に法化ぐがに策ピ
コいしンるいいはン｜よ；Ｏパ人も；人理れしたどかＩＩＬ′'三膿しいl11l2Iiが
ンもんを為へ６，はズう人Ｏンさ１２分～ばてらしご存し僻たイぴたあ
ソを左妙一では薄ｌ

刈川…:…肱洲'''1=繊蕪職学・えす、ぷくリノリｇｌ１ｔｌ／
塩てるパん切すに３．
．、まタをるる切卯木

こ椎で’陵。るｉｉ夕計℃のを．、イ皮を仁

"…Ⅱに，,Ｍ，|，１噌艀院ilili悪：燃
し〈‘妙をい水

丁維ＬＩＬ鑿腫くすすうめるえとは
iifるてる、るる

グロー

北根室で主に栽培されている品種 加
え
て
、
燕
胎
釣
る

⑦
川
に
、
ク
ッ
キ
ン
グ
シ
ー
ト
を
欺
き
、

薄
切
り
の
フ
ラ
ン
ス
ハ
ン
を
丸
く
並
べ
ろ

③
⑥
の
火
を
止
め
、
ほ
ぐ
し
た
卯
を
⑥
仁

入
れ
、
チ
ー
ズ
の
半
壮
を
入
れ
混
ぜ
る

⑨
⑦
に
⑧
を
流
し
入
れ
る

⑩
残
り
の
チ
ー
ズ
を
ｋ
に
散
ら
す

⑪
オ
ー
ブ
ン
で
２
０
０
℃
で
加
分
焼
く

品種名特徴

ワセシロｊ､称「IIr1HW｣、撒こがりが１１【い

トヨシロポテトチップスなどIlll2If7lさ
紅』しハニからのでんぷん１１１

ホッカイコガネＩⅡ~1己向き、AflAI

コナフプキ，i1iでん粉Ijli1i:|ばれいしょ

用途調理特性

食川フライ

ＤＩＩ［フライ

でん粉

加Ｉ：フライ
でん粉

汁からのでんぷん１１１

０ⅡT二IfJ]き、AYlA］

新品種、個J性派

品種名 特 徴 用途調理特性

食Ｉｉ１ベークド

川［サラダ

で･ん粉

キタアカｌｊ ビタミンC1MM1ii;で粉Ili

i1lIiiTT§に適した人粒品ｒＩｍムサマル

サクラフブキ
ペニアカリ

シスH1r仇性ｌｌ１ｊでん粉１Hill:|J1１

コロッケなど川I［堆務111、亦皮
rIJJ9I収稚にjmIIしたでん粉１１i(料１１］

川］[ -マリシュ

アーリースターチ でん粉

９ 

品種名 特徴 用途 調理特'性
ワセシロ j、称「『|藤｣、撒ＩｚがりがIiIい 食ｊＩ１ フライ
トヨシロ ポテトチップｍスなどDllI]fi]さ Ｉ１１：二 フライ

紅メし -冊云からのでんぷん)Ⅱ でん粉

ホッカイコガネ ､ⅡＩ](可]き、hflA］ jＮｌｉ２ フライ

コナフブキ ,i1iでん粉IjlI1i;|ばれいしょ でん粉

品種名 特徴 用途 調理特'性
キタアカリ ビタミンC1M11ii;で粉111 食川 ベークド
ムサマル illljlⅢI=に適した八粒iWWilI 川１１： ･サラダ

サクラフブキ シスト１１[仇性,iriでん粉１Hill:lJ1j でん粉
ペニァヵl」 コロッケ左.ど加l:堆務111、亦皮 川１［2 マッシュ

アーリースターチ F1]･)９１収權に適したでん粉Ili11;;}川 でん粉
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女
性
と
し
て
女
性
に
し
か
で
き
な
い
事
を
大
切
に
。

ゆ
っ
く
り
食
事
を
と
り
、
心
に
も
栄
養
を
。
・
北
根
室
地
区
農
村
女
性
講
座

！ 

郡
Ⅷ
蝋
で

女

田銀爾川》劉

蝸
錘
壽
‐
イ

｢ 

喝２１

￣ﾛ 

唇～

宮岡惇子先生

蕊
の楽突しと，ｉｌｉ女生Ａま部

ﾎﾟﾋ歩,iMjjiiiilf除サム

灘熟iiiil、八
ｔｋ'封卿鉢はijiiii当'１
い。同齢､ﾄﾞかでﾘ}光企）Wｉ
;湛緋鰯繩つＺキミ
溺鰍鮨1,;鰯ｆ野

麟鋼:蕊
、ノ|：めニピ／’１１悴に鵬低
家活、ン学とで子、さ女
族を現グ秤お、光』れ性

』一

」
｜》

夢
』
■
■ ル

筬司口

諒師の安田さん(左）

ごわ子マきでま↑;『桃』
しＬ１ｌＩＩに｜弓定でさ］ｉｉｋＡ．|上目i：+
まとの亥.が成各れしノＬ根Ｉ１ｌｌ１］
しの食［１１つ･班てま人鐙のこ
たノｌ７１ｉさたそにいし￣地腱Ｉ
。がのん料の分るたがｌｘｉ村几
参||#と班後か亥。、三女Ⅱ
力1ＩｌｌＭ懇をはれllliilI地Ｊ１'|：、
荷も談食テて光ＩｌＩ１ｉノＣＡ，識し
か身しべ｜乖枝はのかルＩＳる
ら午ま゛なブ際さ、食らがく
｜』ｌⅡしがル良ん,襟材の１%１つ
こだたらセ<でｉｌｌを参’''１と
えけｏＩｙ進、111「ｌｕｍｌｌさを
、は辨心テめliijでつ溝ｌＬ会
楽ゆ段のイら菜ぺた約ま場
しつ女（栄ンｊしかンコニしに
いくぜ鑑グ゛らシ１１‐た｜ド
ーリオフＩを約デヨス人･及
時でしをし苣ザン科へセ
をきくテ、時ｌをｐ１Ｉｌﾉﾘン
過た片ｌで１１１ト経に、'１タ

●
Ｊ
Ａ
根
室
地
区
女
性
部
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修
会
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フレツシユミズ初の根釧合同交流｡密ill'饅ﾐｽﾞ研修会
愚

地区女
し好Ⅱ'ｉゆたｉ;ｌ勝てづの修
まｉ;12きつだ今談川進<交会鰯人
しのなくけ’'１］公兵め’）流は－が
たうくりに、が瀧ら．．、’''’１１１
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ら鮪あのス〈蝋まりのわで

蝉11蝋｜
イまズがｒｌＩｌ'＄たと畔仁の会易卜

蝋1叛轍蝋H
MI料ｊＩＭＫ灘鰍艘修：

:蝿溌蕊．
Ａ 

女
会や広しとヨテおl聯少おれれ台性

警M;そゑ､j訓|#Ｗｉ騨關塾
かｉ１Ｉｉか会っ集の仁の釣から勝イ'ｆ同
りし、食〈めオ入会にね臆の｡葉
ま仁約はりた’る食到の望ノ亡約会

ﾐﾙ'１，i蝋ii:蝋:鯰富
ズiiiル瞥賊繍溌に瞥１F研
変、のし学．},i,す。ｆいにが修

補“ｋ；繩維占舩旅
い‘ＩｉＦまりシホ、ノ（,）よさざ行

鱗
原弓豈

ＬＩ 

二弟
０ 

UlI 1 

し

Ｌ 

：行いに雌の蝋しが色をIIEしを恭に
・がⅡくま深はのはたらに兄迫て‐,Ｗｉ乗己

ｉ灘i雑iiiM1料|iﾄﾞｾﾞ蝿
・いつくし！Ⅲ「然ｉｌｋた近Ⅱた（イミオＬｊｉｉ、
：いと秋<のにガリヘ紅路勝へ’１’て１ﾉ！'|ﾘI
・で多を、窓近湖と柴脇,肥そでいで．
：すぐ唯ぞかか『トリ１，｝をの念の〃くる標で
・ねの能北らつで１１１「lVk赤館後を然,lij遊
・・参しぞのたのしめやなけ｝il1liⅡ'１が随
：１１Ⅱて九紅も紅まな。'ゼピ、喫湖一船
■●●｡●●●●●●●●｡●●●●●●●●｡●巳｡｡●｡●●●●●●●●●●●●●●●●ロロ●●●●■●●■■■●｡●●●●■■■●●ロ●｡｡｡●●●●■●■■
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と－ヒー牛乳､紅茶牛乳
緒に啓発メッセージ。川､B｡ｌｕ－ＩＨＤ〆￣

Ei園安全ﾐﾙｸキャンペーン青年部消費拡大委員長藤１１１藩 １１月１日、中標津地方自動車整備組合
前に於いて、交通安全ミルクキャンペー
ンを行ないました。

当日は大変肌寒い中、警察、安全協会
の協力の下、青年部役員、消費委員参力
で行ないました｡用意したコーヒー牛乳
紅茶牛乳と￣緒に、ポケットティッシュ
啓発メッセージも30分程で全て配布しＩ
わりました。

まだまだ、農作業などでトラクター
自動車が対向することもあるかと思わ
ますが、運転には十分気を付けて安全
転をして下さい，
最後になりましたが、協力下さった
さん、寒い中大変ご苦労様でした。計
瑳もってお礼申し上げます。

鰯
慧臘

PZ為 l､ 
６ 

鍵

皇i11L1驫曇鑿fil
シＬ１－）「
．1配

塾
･･瓢顧３ｺ

芝92-3Z臣宅ﾖﾖﾁﾞ
￣ 

、

両面に描いたロールバックメッセージに大満足。
青年部開陽支部ＩＩＪ本信奉

１０月17日、’快晴のもと

中本牧場ｷ埠地において、
青年部役員が出席して行
なわれました。

昨年はスプレーでロー

ルに字を描き、大変苦労
した教訓を生かし（まだ

当幌西垣牧場にあります
ので、ご覧になってみて

下さい)､今年は３色のテ

ープを使って、描きまし

ニーハ

た゜作業は非常にスムーズに進み、
当初片面のみの予定が、両面に描く
ことが出き、立派なものになりまし
た｡一文字ごと､違う人が描いている
ので、その人の性格が現われている
ような…｡是非､開陽を通る際は､事故
に気をつけてご覧になって下さい。
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去る10月７日、俣落小中学校グランドで
ｿﾌﾄﾎﾞｰﾙ大会が行なわれました。
秋晴れの下、部落対抗で行なわれました

が人数不足の為、学校教職員にも加わって
もらいました。また、中学生チームも結成
され４チーム総当たりとなりました。汗ば
むような気温の中、好プレー・珍プレーが
続出し優勝は職員チームが多く入っていた
東俣落チームに輝きました．

毎碕

好ﾌﾟﾚｰ゜珍ﾌﾟﾚｰが続出しれた。
俣落ソフトボール大会青年部俣落支部板締辰

酪農実習生受入協議会主催による
実習生交流会が10月６日、実習生1６
人参加により開催されました。
当日は秋晴れとなり、午前中は南
中圃場でじゃがいも掘り。みんな袋
いっぱい仁いもを掘り、その後バス
に乗って標津サーモンバークへ.サ
ーモンハークではスライドを見たり
して楽しみました。

午後からは、安達つり堀でつりを
し、昼食は焼肉、サケのチャンチャ
ン焼きなどを囲みながら、話に花が
咲き､楽しい秋の１日となりました。

戸。

’ 鱸轤露
焼肉…がら楽い）鍵懸一日轍満喫しました。

酪農実習生交流会

ilj6i 
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酪
農
実
習
生
受
入
協
議
会
で
は
、
実
習
生
募
集
の

看
板
を
新
た
に
作
成
し
、
設
置
す
る
事
に
な
り
ま
し

た
。そ
こ
で
皆
様
か
ら
中
標
津
の
酪
農
及
び
酪
農
実
習

生
募
集
に
合
っ
た
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

多
く
の
応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

〆
切
…
平
成
十
三
年
十
一
月
末
日
ま
で

応
募
先
は
農
協
経
営
相
談
課
・
宮
本
、
高
橋
ま
で
。

チャレンジ

驍轤圏
､鬮鰹wwMH鰍蕊雛鍬隅

霧
■ 

。■｢凸
■､ 

Ｂ’ 

－国詞

ロ
可
已

P■ 

蕊iiil1iii1i 鰯
腿： Ⅱ竺向

閣陽台にＨ１2.秋まで建っていた鷹板

焦定、

に

「

専攻科とは？

ｌＪｊｉ攻科は、ｉ１１ｉ等学校を卒業した後継片や析川d就腱勝がり|き続き家業に従T1jLながら|､ｉｆ膿絲
↑)↑や技術を学び、人１１}]的な収１２をⅢ)け、i1l1lHjづくI)をするところです。

平
成
Ｍ
年
度

別
海
高
校
農
業
特
別
専
攻
科
学
生
募
集
の
『
』
案
内

自家の経営に結びついた学習に取り組めます

、家のｌＩｌ[地、乳'卜に|塊Ｉする，lfIlIjをゼミナールごとに分かｵして｣|〔リポIlみます。また、農業
簿記による総↑》i｢診断も行ないます。奥季のIHk蕊!U1(6)|～８１１)は授業がありません。

先端技術に対応した学習を実施しています

コンピューターを1Ⅱいた総憐艀理などを取り入れた,ﾉﾐ賎ｉｌﾘｿﾋ料ができます‐。

単位制の導入で学びたい科目が学習出来ます

「１分の受iiルしたい１１:''１を'1111に進ｲﾘ<して１１１位を修i11Lするシステムです。｜)Iliil郷;}Ⅱは、酪

膿に|則するＷＩ科||､教鍵科'１，１Ai攻科１１(ゼミ)があI)まず｡また､|Ⅲ1,ilfll鍬]も'niiilO1lf:50分
から'｢後211＄10分までなので､ｌＩＩｌ夕の乳'卜の櫛｣111作業に従''1Ｌながら`､itil1できます。

国内外の実習が体験出来ます。

ﾊｴﾂを２ｲ'二Ilに希削に応じた条'''二(地域・川,L憐など)で突洲を1｢なうことができます。

（'１;11ﾉﾘ・ニュージーランド・欧米など）別ilI11l111Jf修illimj金iliII度を利１１]できます。

Ｐ＝甲、

日

平成14年度学生募集要項

修業年限２年

募集定員酪農経営科２０人

出願資格・平成13年度高等学校卒業見込みの者

・平成12年度以前に高等学校を卒業した者
・本校学校長が入学可能と認められる者

（新規就農を考えている方､酪農の基礎技術を学びたい方など）

出願受付平成14年１月１４日(月)-1月28日（月）正午

出願書類入学願書、健康診断証明書、農業経営調書

調査書(20歳以上の方不用)､入学検定料

※入学書類一式は北海道別海高等学校事務室に用意しています。

検査日平成14年２月６日㈱作文・面接

検査場所北海道別海高等学校農業特別専攻科

※詳細については、別海高校農業特別専攻科までお問い合わせください。

〒O86-O214別海町別海緑町70-1ず01537(5)2053
卍

「

1 
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10月の組合目誌

第
七
回
理
事
会
の
経
過

八一Ｌ六」ＬuLl二二_へＩ)Ｉ
にリ、噸、、髄、済、に、１１２、IIlji、決’１Ｍ
つ１１ノリ１１北谷に１２改'1M$１Ｙ乳度]|ｉｉｉに１届議１１
いト牛に海稲つ成灘家付牛賀ｉ１つ成事時
て鋪セつ道交い}盗経期保１二組い十項
装ンい農金て１Jリ金鴬Ｉ１ｌ１留げ谷て三ｖｌ２
にタて業の年の安の盗一か年成
係’傭Ｉｌｆｌ奨償定変金にら度｝
る堆）1J人営迷交吏のつの九一
問肥』塵｝'１農猶金に１Ｙい典１１年
定撚金込，汁］亀並つ付て求イミ十
交述Ｍ》にIIJリにぴいⅡ《へ］蔦）］
’蔭結会つ’1'二つにて度平算こ
の．のい作い農額成銃卜
取ン／１}て成て家’１ｔｌ・ilillⅡ
ｉ１トク盗麗経ぴ三，汁

１日

２日

５日

畜舎環境調査

第６回理事会

ＣＤＰ研究会

和牛振興会役員会

てん菜振興会役員会

酪農実習生受入協議会臨時役

員会

第２回青年部レクリエーショ

ン委員会

栃木県今市市議会視察

巡回ドック２次検診

草地協会研修会

チャレンジ21推進会議

健保体力測定

健保健康相談

第５回青年部調査広報委員会

女'性部・ＪＡ職員懇談会

第５回生産委員会

第２回管理購買委員会

第７回青年部役員会

第５回営農委員会

畑作役員会

中標津乳牛改良同志会役員会

第７回理事会

労働保険事務組合監査

馬事同志会

第３回農協酷対役員会

ｇＥ 

ＩＯ日

111量

'、 ’、 卜Ｉ．卜Ｉ．トノＬ
築くルヒ、報い、に、協にＩＩＬ|政一二い二鍵－１Ｆ、ラ、
慨下に平告て地つノＬ識つ、ｉ１三、て、の、業火’１２
況成つ成事１Ｋいノｊ事い’「に農析実１２’ノミｊ１ｉＵの成
に}い十項別てイミ項て成つ業H1施成施女（襟１
つ=てこ、／懇ク、／卜い機就に卜に密人二
い年年 談ミｌＪＬ１て械腱つｌＪｑつサにｆＦ
て度度会カイド施行い年いイつ度
九几のン度，没のて度てロい腱
）１）］瀧状の賛紺総イ「て協
木Ｊ１〈迦況職付介憐効イ「
′Iミ｜肺とと興業且トNｉ利パ
活１１Ⅱ［'１愛務１１１造）1１ル
店Ｔｌｊ程｜Ⅱ）LｉＡＭ人吋モク
鋪業に協ｉ汁樺に策デク
１ネ慨っ識ＩｉＪｉのつ’1FルＩ

Ｆ刃

１２日

１６日

１９日

22日

23Ｅ 

24日

26日

トー|‐卜九八上六Ｉｉｌ几１＝
つ二一↓、、、て、に、に、進、に、尖、
い、、てノ<′１２１Hzつ乳つ帝捗畜つ泣済、「
て農組根乳光い製い介状厳い濁り下成
紫介の′ｋ聯てllii｢て環協上環て・業十
粁且上に産業一［境に境公ＩＷＩｊ－ニ
イドの産状の場術つ終ｉｌ：況イド
令加フミ祝進１１Ｆと|そい術鴬に度
制人綾に捗楽改てり’1ＦつノＬ
度に几つ状の解’難い）１
のつ込い況進調ス純て／ｋ
慨いみてに抄悲１i：ｉｊｌ鳶
要てにつ状結堆状川
についル'1采の祝．

29日

30日

爪。

31日

傷第３回酪農ヘルパー利用組合

役員会

同志会、酷対合同勉稔会

川
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|劇［１J
税区

に
褐
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て
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す
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で
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四
千
Ⅷ
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允
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（
手
別
さ
で
汁
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、
や
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に
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し
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き
の
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所
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〃
と
一
体
と
な
っ
た
誹
猟
側
を
投
げ
、
服

人
き
く
、
兇
や
す
く
し
ま
し
た
。

ｂ１ 

ＩＩＩ 
′化
」】

所
得
税
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定
申
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害
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新
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く
な
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「
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定
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一
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き
」
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川
の
趾
、

税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
サ

ご
随
く
だ
さ
い
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昭和39年の秋口に、西共栄の若森松雄さん達
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